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要約 
SDGs（2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標である持続可能な開発目

標）で廃棄を減らすことを考慮に入れた項目(12-5)がある。廃棄しないことは資源を無駄

にしないことであり、資源の持続的な利用につながる。また、廃棄では環境汚染が発生す

るため廃棄量を減らすことが重要である。                                 

我々はその中で花き（切り花）の廃棄に焦点を当てた。近年、新型コロナウイルスの影

響で花きの廃棄が増加し、その中でもフラワーロスと呼ばれる類の廃棄が増加したと言わ

れている。本稿において、フラワーロスとは「まだ扱うことが可能であるにもかかわらず

何らかの理由で廃棄されてしまう花」と定義づける。 

本稿の目的は、小売店の切り花の廃棄がどのような要因で生じているのかを明らかにし

て、花き産業における廃棄を削減するための方策を提言することである。また、新型コロ

ナウイルスの影響を加味するために独自のアンケート調査では、2019年の通常の営業状態

でのデータを使用した。本稿の分析方法の特徴は、東海地区の花き小売店に対してアンケ

ート調査を行い、そのデータを用いて重回帰分析を行った点である。 

本稿の主な結果は以下の通りである。「電話予約や定期購入で切り花を販売する」とい

う要因も花きの廃棄を減らしていることが明らかになった。これは顧客から指定された量

を定期的にその分仕入れているため廃棄を抑えていることである。 

 この結果から、２つの政策を提言する。政策提言Ⅰでは、サブスクリプション商品購入

促進のためにサブスクリプション商品に「環境ラベル」を表示するという取り組みについ

て述べる。サブスクリプション商品の購入を促進させるために環境ラベルを表示すること

で花の廃棄を減らすことができると考えた。環境ラベルは、MSCが行うラベリング事業を

参考に花きのラベルを発行するためのフローを考え、消費者に対してサブスクリプション

商品の認知度と購買意欲上昇を促す。政策提言Ⅱでは、オンライン販売のための情報化投

資を促進するため、既存の補助金政策の有効活用を提言する。仕入れ量が計算しやすいこ

とによって花の廃棄率が減るということだけでなく、効率的な販売が可能になること、イ

ンターネットの利用によって若者層の花き需要が拡大することが期待される。以上２つの

政策を行うことで、フラワーロスの削減につながると考える。 

本稿の構成は以下のとおりである。 

第 1 章では、花き産業の現状について述べ、フラワーロスが抱える問題を紹介する。そ

の現状を踏まえ、フラワーロスの実態を明らかにし、フラワーロスを削減することを問題

意識とする。第 2章では、花に関する先行研究をもとに、先行研究の限界性と本稿の新規

性について述べる。第 3章では、東海地区の花き小売店への独自のアンケート調査を行っ

たデータをもとに、重回帰分析を行い、花の廃棄を減らす要因を明らかにする。第 4章で

は、分析の結果から、2つの政策を提言する。最後に、第 5章では結果をまとめるととも

に、残された課題を述べる。 
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第 1 章 現状・問題意識(目指す日本の

将来像) 
 

第１節 SDGs と廃棄問題 
 

近年、国際的に環境に対する関心が高まっており、フードロス対策をはじめとして廃棄

に対する様々な政策がとられている。廃棄が問題となっているものは多々あるが、本稿で

はその 1 つであるフラワーロス（まだ扱うことが可能であるにもかかわらず、廃棄されて

しまう花）について取り上げる。 

 国際的に環境意識が高まる中、2015 年の国連サミットにおいて加盟国の全会一致で採択

された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された、2030 年までに持続可

能でよりよい世界を目指す国際目標である持続可能な開発目標(SDGs：Sustainable 

Development Goals)は世界全体で取り組むべき目標であるとして大きな注目を集めている。

中でも目標 12「つくる責任つかう責任」に関しては、フードロス問題に関して、数ある目

標の中でも多くの議論が行われてきた。フードロスと比べてこれまであまり議論されてこ

なかったが、フラワーロス問題もこの目標を達成するために解決すべき問題なのではない

かと考える。 

また、新型コロナウイルスによる影響で冠婚葬祭、その他イベントが中止されたことを

きっかけにフラワーロスが増え、注目が高まった。これらを背景に数ある廃棄に対する問

題の中でもフラワーロスに焦点を当てた。 

 そこで本章では、フラワーロスについて定義した後、花き業界の現状と今後について論

じ、そこからフラワーロスが抱える問題を紹介していく。まず第２節でフラワーロスにつ

いて概説し、第３節でフラワーロスと花き業界の現状について述べる。さらに第４節でフ

ラワーロスと花き業界の今後について考察をした後にフラワーロス問題が抱える問題意識

について考えていく。 

 

第２節 フラワーロスとは 

第 1 項 花きの定義 

フラワーロスについて定義する前に本稿で扱う「花き」ついて定義する。花きとは観賞

用に供される植物のことである。図１のように、具体的には 7種に分類される。1種目に、

キクやバラ、カーネーション等の「切り花類」、2 種目にツツジ等庭木に使われる木本性

植物で緑化木も含む「花木類」、3 種目シクラメンやラン、観葉植物や盆栽といった「鉢

物類」、4種目に造園用等養成されているものである「芝」、5種目にパンジーやペニチュ

ア等が含まれる「花壇用苗もの類」、6 種目にササや蔓類当地面や壁面の被覆に供する

「地被植物類」、7 種目にチューリップ、ユリ等の「球根類」だ。またこれら以外にも山

野草や材木のなかでも観賞用に仕立てをして栽培されるものは花きとして取り扱う。 
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図 1 花きの分類 

 
（資料：農林水産省「花きの現状について」（2022）より筆者作成） 

 

本稿でおこなう分析は花き小売店へのアンケートをベースに行っており、花き小売店で

取り扱っている花きでは一般的に切り花の割合が多いこと、またデータの統一性を保つと

いう観点から以降では、花き（フラワー）=切り花として話を展開していく新型コロナウ

イルス流行前の花き生産状況(2017)のグラフから切り花が花き全体の生産量のうち半数以

上を占めていることからも切り花に限定した分析が有意なものであることが分かる。 

 

図 2 花き生産状況（2017） 

 
単位：億円 (資料：農林水産省（2017）「花木等生産状況調査」より筆者作成) 
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第 2 項 フラワーロスの定義 
 

本稿において、フラワーロスとは、「まだ扱うことが可能であるにもかかわらず何らか

の理由で廃棄されてしまう花」のことである。廃棄の原因としては、規格を満たしておら

ず、出荷できない、需要より多く生産されてしまったことから花の余剰在庫が生まれ、そ

れらの花の鮮度が落ちてしまうと言った点が挙げられる。 

 このようにフラワーロスは生産されてから消費者のもとに届くまでの間にうまれるもの

だ。生産者から消費者までのフローとしては生産・流通・販売に分けられる。生産段階で

は規格外で出荷される前に廃棄される、流通段階ではその最中に花の鮮度が落ちてしまい

廃棄される、販売段階では小売店の仕入れた花が消費者に買ってもらえずに鮮度が落ちて

しまい廃棄されるといったように、各段階で廃棄はうまれている。花きの流通フローは非

常に複雑であり各段階でどれくらいのフラワーロスがあるのかをデータとして集めること

は困難であった。 

 そこで花き生産団体の方にヒアリング調査をおこなったところ、販売段階での廃棄が最

も高いという仮説を立てることができた。 

 小売店に切り花が届くまでに廃棄があっても、それは販売に適さない切り花である。こ

こで定義するフラワーロスには該当しない。よって、小売段階の廃棄に焦点を当てる。 

 

 

第３節 フラワーロスと花き業界の現状 
 

本節では花き業界の中でも特に切り花の現状と予想される今後について述べていく。第

１項では花きの消費の現状について、第２項では需要が減り続けている中で既に行われて

いる花の廃棄を減らす取り組みについて述べていく。 

 

第１項 花きの消費の現状 
 

私たちは今回花きの中でも切り花に焦点を当てて考えていくのだが、切り花の購入金額

は長期的に見て減少してきている。その原因として考えられるのが少子高齢化の進行であ

る。図３の通り世帯主年齢別に購入額を比較してみると 60 歳以上に比べて 50 代以下は年

齢が下がるにつれて購入金額が次第に低くなっている。特に 29歳以下は平均と比べて大き

く低くなっている。これにより高齢層より若年層の方が切り花に対する需要が弱い。 
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図 3 切り花の世帯主年齢別年間購入金額 

 
 (資料：総務省統計局「家計調査年報」二人以上の全世帯 2015 計、2019 計、2021 年計

より筆者作成) 
 

現在では高齢者の割合が全人口の２１％を占め、超高齢社会と呼ばれるほど平均年齢が

上がっている。高齢化は 1970 年から言われていたが 1997 年（平成 9 年）に子供の数が高

齢者人口よりも少なくなったことで少子高齢化社会と呼ばれるようになった。図３で分か

るように年間の切り花の１世帯あたりの購入金額は 1997年をピークに減少傾向にある。切

り花に対する需要は少子高齢化が始まった年と連動して減少し続けている。切り花の需要

が高いのは現状では高齢者であるため、少子高齢化で人口が減少し続けている現在では結

果的に購入者も減少していることとなる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（円） 
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図 4 年間購入額の推移 

 
（資料：総務省統計局「家計調査年報」二人以上の全世帯より筆者作成） 

 

このまま少子高齢化が進み、人口が減り続けていくと花きの需要が低迷し、花き産業に

経済的打撃が発生することが予想される。 

 

第２項 花き産業の取り組み 

 
 花きの需要が継続的に下がっている中で需要を拡大する目的で行われている取り組みが

ある。公共施設やまちづくりの一環でオフィスなどの室内や、駅や空港を緑化するために

花卉を活用することや、児童や生徒等が花きと触れ合えるように教育の中に花きを活用す

るなどの取り組みが行われている。 
 また、花き業界においても「フラワーロス」は注目されており、フラワーロス解決に向

けてショッピングサイトを通じてフラワーロスを消費者に提供するという取り組みを始め

た企業もある。 
 令和 3年の切り花への支出金額のグラフ（図 5）を参考にすると１〜2月の支出金額が少

なくなっており、需要を拡大するための新しい取り組みが行われた。日本ではバレンタイ

ンの日といえば異性に対して手作りチョコレートを贈るという風習が当たり前になってい

るが、海外ではチョコレートではなく男性から花を贈る習慣が主流となっている。これを

需要が低くなっている１〜2 月で日本でもフラワーバレンタインと称して需要創出する取

り組みを行った。花の国日本協議会「フラワーバレンタイン 2021年度活動報告書」による

とフラワーバレンタインの取り組みによりバレンタインデーの男性の花購入率が 7 年前の

６倍に増加する結果となった。 
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図 5 切り花への支出金額 

 
(資料：総務省統計局「家計調査年報」二人以上の全世帯 2015 計、2019 計、2021 年計よ

り筆者作成) 
 

 

第４節 問題意識 
 

昨今、新型コロナウイルスの感染拡大の影響から、イベントが中止や縮小となり、誰の

目にも触れられずに花が捨てられる「フラワーロス」に対しての問題意識が高まっている。 

 花きの全体消費の内訳のうち、コロナ前（2019 年）での冠婚葬祭や婚礼用などの法人の

消費が 2,786億円であるのに対し、コロナ禍(2021年）では 2,531億円となり、需要が減少

し続けている。 

 また、第 1 章第 2 節第 1 項でも述べた通り、個人消費が全体消費の約 7 割を占めている

が、1 世帯あたりの切花の購入額も 1997 年をピークに年々減少し続けていることから、個

人需要に関しても同様に減少していることが分かる。このように需要が減少したことによ

り、フラワーロスが話題となり、解決するべき問題として注目を浴びている。 

 これを受け、2019 年時点から花きの需要拡大かつフラワーロス削減を目的とした取り組

みとして、花きの活用策などが提案され実行されてきたのだが、根本であるフラワーロス

はどのような要因で生じるのかが分かっていない。 

 そこで本稿では、どのような取り組みを実行することでフラワーロスを減少させること

ができるのかについて、重回帰分析を行う。そして、フラワーロスの実態を明らかにし、

フラワーロス削減のための政策を提言する。 

 

 

 

 

（円） 
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第２章 先行研究及び本稿の位置づけ 
第１節 先行研究 
 
   近年の環境問題への関心の高まりから、ロス(廃棄)に関する先行研究は多数存在する。

しかし、フラワーロスに関する論文は数少ない。そこで本稿では、最も本稿と関連性が高

い以下の２つの論文を先行研究とする。 

 まず始めに、小売業におけるフラワーロスに焦点を当てた先行研究として、田村・内

山・井形（2022）がある。この田村・内山・井形（2022）では、小売業者による花の廃棄

問題への対策の内容を解明し、コロナ禍における状況変化を明らかにすることを目的とし

ている。フラワーロス問題に対応する小売店として、ロス削減に取り組んできた企業 3 社

を取り上げ、それぞれの取り組みについて述べ、以下の 2 点を明らかにした。①発生を抑

制・減量化するために、規格外品の販路の開拓、サブスクリプションサービスやオンライ

ン D2C 販売など流通の短縮化、販売数の確定や正確な予測などに取り組んでいる。②対策 

を行ったうえでも発生するロスを活用して、堆肥化などの新たな製品にリサイクル・アッ

プサイクルしている。また、3 社への聞き取り調査から、生産現場から販売に至るまでの

各段階でロスが発生していることを考察した。 

次に、花き専門店の切り花に焦点を当てた先行研究として、辻・内藤（2001）がある。

辻・内藤（2001）では、大阪府下の花き専門店に対するアンケート調査結果をもとに記述

統計を行い、切り花仕入・販売行動を明らかにすることを目的としている。専門店の切り

花における平均ロス率は、金額ベース平均 19%であり、このロス率は単独店に比べて、販

売規模が大きい多店舗店の方が低かった。多店舗店では予定した品物を一定量仕入れるこ

とが可能であり、品質管理が行き届くためロスが少ないという考察をした。また、取り扱

っている切り花の商品形態が多く、フラワーアレンジメント等を販売している比率が大き

い多店舗店では、販売額を増加ないしは現状維持している店が多いことが分かった。この

ことから、幅広い消費者層をターゲットとした切り花販売を展開している店舗が販売額を

現状維持しているという考察をした。 

 
 

第２節 本稿の位置づけ 
 
 本稿では、先述したように誰の目にも触れられずに花が廃棄されることを問題意識とし、

としている。 

 田村・内山・井形（2022）では、小売店に焦点を当てているものの、企業 3 社の事例を

比較しているにとどまっている。また、企業のロス削減の取り組みは聞き取り調査の結果

であり、その取り組みの有効性は示されていない。 

 辻・内藤（2001）では、1997 年における大阪府の花き小売店を対象にアンケート調査を

行っているが、記述統計での分析を行っているため、なぜロスフラワーが生じているのか

の要因は明らかに出来ていない。 

 本稿の新規性は、東海地区における花き小売店 23店舗からの独自のアンケート調査結果

（2022）をもとに「花の廃棄を減らしている要因を明らかにすること」を検証する重回帰

分析を行う。上記の 2 論文とも、分析は行っておらず、分析をすることでより説得力のあ

る結果を示す。また、分析結果をもとにフラワーロス削減に有効な政策を提言する。以上

が本稿の新規性である。 
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第３章 分析 
第１節 ヒアリング調査 
 

第１項 ヒアリング調査（花き産業の現状） 
 

我々は 2022年 7月 8日に中京花卉園芸協同組合と名古屋生花小売商業協同組合にヒア

リングへ伺った。これは生産者側と小売側で発生しているフラワーロスの詳細を調査する

ために花の廃棄率や廃棄の原因などのデータを入手することを目的とした。 

 中京花卉園芸協同組合の方々のヒアリングでは主に生産者側の意見を聞くことができ

た。結果は生産する段階では廃棄が多すぎて、廃棄量をデータに残しているところはほと

んどなく、生産段階でフラワーロスの研究をするのは難しいというものだった。これより

分析対象には小売側が適していると考え、ヒアリング調査は小売店で行うことにした。他

の詳しい内容は議事録にまとめてあるのでそちらを参照されたい。 

 名古屋生花小売商業協同組合の方々のヒアリングでは主に小売側のご意見を聞くことが

できた。結果は小売側では花をなるべく廃棄しないように仕入れや販売を行なっているた

め廃棄は少なくしているというものであった。しかし廃棄がないわけではなかった。小売

側は廃棄を少なくするために廃棄予定の花を花教室に使う、花が長持ちするように薬品を

使うなどの努力を行っていた。そして花きの需要拡大のために教育界に花育を取り入れて

ほしいなどの要望もあった。 

 ヒアリング調査をして、廃棄を減らす努力はしているものの、廃棄が０になるというこ

とは難しく、各小売店でどれくらいの廃棄率があるのか、廃棄を減らすために行っている

取り組みはどのようなものがあるのか調査する必要があった。しかし、インターネット上

に花に関するデータは少なく、独自収集する必要があった。 

 そこで、アンケート調査には進んでご協力いただけるとのことで名古屋生花小売商業協

同組合にお願いすることに決めた。 

 他の詳しい内容は議事録にまとめてあるのでそちらを参照されたい。 

 

 

第２項 アンケート調査 
 

今回我々はアンケート調査を行うにあたって、独自のアンケートを作成し直接小売店に

伺いヒアリングを行った。アンケートに用いた質問項目は前述した、中京花卉園芸協同組

合と名古屋生花小売商業協同組合のヒアリング調査を参考に作成した。 

そして今回アンケート調査を行った東海地区だが、2019 年の愛知県、岐阜県、三重県、

静岡県のそれぞれの県庁所在地における１世体当たりの年間切り花支出金額が 7509 円(27

位）、8232円（19位）、8420円（15位）、7156円（29位）となっており、購入金額が全

国の中でも比較的中間層にいると考えた上で今回は地域を東海地区に絞って行った。 

 まずは分析において被説明変数となる切り花の廃棄率を軸に冠婚葬祭などのイベントの

ために、もしくはそれ以外のイベントのためにといった使用用途で区別するための説明変

数やオンラインで販売しているのか、それとも電話での予約や定期購入による仕入れる量

が把握することが可能になる販売をしているかなどの販売方法で区別する説明変数も取り

入れた。さらにヒアリングによって小売店がよく行っているフラワーアレンジメントやド

ライフラワーを行っているか否かも説明変数に加えた。また今回の論題は環境問題に関与



ISFJ2022 最終論文 
 

12 

していると考えたため、小売側が環境に配慮を行なっているかや、SDGs の認知度について

も説明変数として導入した。そしてアンケートを実施する店舗の規模の差をなくすために

切り花の年間売上高や店舗の延床面積を取り入れた。 

 アンケートは2回実施した。1回目のアンケート予備的調査として2022年8月に実施し、

このアンケートで用いた説明変数は前述した要素ではなく改善前のものであったため今回

の分析では用いなかった。予備的調査ではオンラインでアンケートフォームを作成し、名

古屋生花小売商業協同組合の方々にご協力いただきインターネットで拡散し匿名で調査を

行ったが回答者が集まりにくく約 300ほどの加盟店のなかで６％ほどの 17件の回答しか集

まらなかった。このアンケートを基にした分析からは有意な結果が得られなかった。 

 2回目のアンケートは 2022年 10月に実施し、1回目の要素を改善し、前述した要素を取

り入れたもので今回の分析で使用したものである。2 回目のアンケートでは 1 回目と同様

にオンラインでアンケートフォームを作成し、さらに紙媒体の同内容のアンケートも作成

した。収集方法は 1 回目と同じくインターネットでの拡散を行うと同時に店舗に直接赴き、

紙媒体に記入してもらう方法をとった。 

 このアンケートのために東海地区の小売店 57店舗に直接ヒアリング調査を行い、約 40％

にあたる 23店舗の回答を得ることができた。このアンケートを基にした分析からは３つの

要素が有意に働いているという結果になった。 

 

 

第 2 節 アンケート調査の説明および仮説 
 

第 1 項 使用データと変数の説明 

本稿で使用したデータは、東海地区の花き小売店へのアンケート調査である。今回、

分析を行うにあたって東海地区の花き小売店 57 店舗へ実際にヒアリングを行い、私た

ちが作ったアンケートの回答を依頼した。このアンケートは、2022年 10月に実施し、

23 店舗からの回答を得られた。基本情報である、オーナーの年齢、性別、学歴などの

ほかに、切り花の廃棄率、売れ残りそうな切り花をフラワーアレンジメントに使用し

た割合、SDGs の認知度などが質問項目に含まれている。本稿ではこのデータを使用す

る。分析に用いた変数についての説明は次のとおりである。 

1．経営者（オーナー）の年齢 
店舗経営者（オーナー）の年齢。 
10 代、20代、30代、40代、50代、60代、70 代以上の 7段階で回答。 

 
2．経営者（オーナー）の性別 
店舗経営者（オーナー）の性別。男を 0、女を 1。 

 
3．経営者（オーナー）の最終学歴 
店舗経営者（オーナー）の最終学歴。 

1．大学院卒業、2．4年制大学卒業、3．短期大学・専門大学卒業、4．高等学校卒業、

5．中学校卒業の 5 段階で回答。  

 
4．店舗の経営年数 
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現在経営している店舗の経営年数。単位は年。 

 
5．切り花の年間売上高 
販売した切り花の年間売上高。回答は任意。単位は万円。 

 
6．花を販売している場所の延床面積 
店舗面積のうち、花を販売している場所の延床面積。単位は㎡。 

 
7．切り花の廃棄率 
仕入れた切り花に対して、廃棄した切り花の数量の割合。廃棄／仕入れ。 

 
8．冠婚葬祭向けの切り花の販売率 
仕入れた切り花のうち、冠婚葬祭向けに販売した切り花の数量の割合。 

冠婚葬祭向け／仕入れ。 

 
9．イベント向けの切り花の販売率 
仕入れた切り花のうち、冠婚葬祭以外のイベント向けに販売した切り花の数量の割合。 
イベント向け／仕入れ。 

 
10．個人向けの切り花の販売率 
仕入れた切り花のうち、冠婚葬祭、イベント等以外に販売した切り花の数量の割合。 
個人向け／仕入れ。  

 
11．切り花を使った教室の年間参加生徒人数 
切り花を使った教室を行っている場合、年間で参加した生徒の人数。単位は人。 

 
12．フラワーアレンジメントの販売率 
仕入れた切り花のうち、フラワーアレンジメントにして販売している数量の割合。 

フラワーアレンジメント／仕入れ。 

 
13．売れ残りそうな切り花をフラワーアレンジメントに使用した販売率 
仕入れた切り花のうち、切り花のままでは売れ残りそうなものをフラワーアレンジメ

ントに使用して販売した数量の割合。 
売れ残りそうな花のフラワーアレンジメント／フラワーアレンジメント全体。 

  
14．ドライフラワーの販売率 
仕入れた切り花のうち、ドライフラワーにして販売している数量の割合。 
ドライフラワー／仕入れ。 

 
15．売れ残りそうな切り花をドライフラワーに使用した販売率 
仕入れた切り花のうち、切り花のままでは売れ残りそうなものをドライフラワーに使

用して販売した数量の割合。 
売れ残りそうな花のドライフラワー／ドライフラワー全体。 
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16．日持ち期限を表示している切り花の販売率 
仕入れた切り花のうち、店頭のポップ等を用いて、切り花の日持ち日数を補償したう

えで消費者に販売するなどといった表示を行い販売している数量の割合。 
期限表示／仕入れ。 

 
17．電話予約定期購入の切り花の販売率 
仕入れた切り花のうち、電話予約定期購入などといった、仕入れ量が計算しやすい方

法で販売した数量の割合。電話予約定期購入／仕入れ。  

 
18．オンライン販売の切り花の販売率 
仕入れた切り花のうち、インターネット等のオンラインで販売した数量の割合。 
オンライン／仕入れ。  

 
19．薬品使用可能割合 
仕入れた切り花のうち、花を長持ちさせるための薬品が使用可能な数量の割合。 
薬品使用可能／仕入れ。 

 
20．実際の薬品使用割合 
花を長持ちさせるための薬品使用可能な切り花のうち、実際の薬品使用割合。 
実際の薬品使用／薬品使用可能。  

 
21．SDGs の認知度 
「持続可能な開発目標（SDGs）について知っているか」という設問に対し、1．よく知

っている、2．少しだけ知っている、3．名称は知っているがその内容はほとんど知ら

ない、4．知らないの４段階で回答。 
数値が小さいほど認知度が高い。 

 
22．輸送距離の工夫 
「花を仕入れる際に、環境に配慮して、輸送距離(産地から小売店舗まで)ができるだ

け短くなるように工夫しているか」という設問に対し、1．とても工夫している、2．

やや工夫している、3．どちらともいえない、4．あまり工夫していない、5．全く工夫

していないの 5段階で回答。 
数値が小さいほど工夫をしている。  

 
23．フラワーロス問題の関心度 
「フラワーロス問題(まだ扱うことが可能であるにも関わらず花が廃棄されてしまうと

いう問題)についてどれくらい関心があるか」という設問に対し、1．とても関心があ

る、2．やや関心がある、3．どちらともいえない、4．あまり関心がない、5．全く関

心がないの 5段階で回答。 
数値が小さいほど関心度が高い。 
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表 1 使用データの記述統計量 
 

平均 標準偏差 最

小 

最大 データの個

数 

経営者年齢（代） 54.78261 12.46545 30 70 23 

経営者性別（0,1） 0.26087 0.439109 0 1 23 

経営者学歴（1～5） 2.565217 1.209602 0 5 23 

経営年数（年） 28.43478 14.83189 1 60 23 

年間売上（万円） 2504.444 1758.201 540 6000 9 

延床面積（㎡） 58.17391 43.92152 7 200 23 

廃棄率（％） 18.04348 10.90863 0 50 23 

冠婚葬祭向け販売率（％） 12.82609 18.28673 0 80 23 

イベント向け販売率（％） 36.86957 32.61675 0 95 23 

個人向け販売率（％） 50.30435 37.69839 0 100 23 

教室年間参加人数（人） 94.95652 309.5074 0 1500 23 

フラワーアレンジメント販売率（％） 42.43478 24.59202 0 90 23 

売れ残りフラワーアレンジメント販売

率（％） 

10.21739 13.61252 0 50 23 

ドライフラワー販売率（％） 3.652174 5.505797 0 20 23 

売れ残りドライフラワー販売率（％） 7 12.87059 0 60 23 

日持ち期限表示割合（％） 3.478261 14.32805 0 70 23 

電話予約定期購入割合（％） 39.78261 29.5796 0 100 23 

オンライン販売割合（％） 11 19.0263 0 80 23 

薬品使用可能割合（％） 56.30435 43.59441 0 100 23 

実際の薬品使用割合（％） 38.04348 40.77348 0 100 23 

SDGsの認知度（1～4） 2.304348 0.687452 1 4 23 

輸送距離の工夫（1～5） 3.304348 1.266106 1 5 23 

フラワーロス問題の関心（1～5） 2 0.978019 1 4 23 

（東海地区の花き小売店への独自のアンケート調査（2022）より筆者作成） 
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図 6 経営者年齢 

 
単位：年齢 (「独自の花き小売店アンケート調査」より筆者作成) 

 

図 7 切り花の廃棄率 

 
単位：％ (「独自の花き小売店アンケート調査」より筆者作成) 
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図 8 売れ残りそうな切り花をフラワーアレンジメントに使用した

販売率 

 
単位：％ (「独自の花き小売店アンケート調査」より筆者作成) 

 

図 9 売れ残りそうな花をドライフラワーに使用した販売率 

 
単位：％ (「独自の花き小売店アンケート調査」より筆者作成) 
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図 10 電話予約定期購入の切り花の販売率 

 
単位：％ (「独自の花き小売店アンケート調査」より筆者作成) 

 

図 11 実際の薬品使用割合 

 
単位：％ (「独自の花き小売店アンケート調査」より筆者作成) 

 

 

独自のアンケート調査により明らかとなったことから、花き小売店経営の現状について

説明する。 

 はじめに、花き小売店経営者の基本情報について説明する。花き小売店経営者の年齢層

は 60代、70代が 47.8％と約半数を占めており、50代も 26.1％という点から、経営者年齢

は高齢化傾向にあると分かった（図 6）。経営者の性別は、７対３の割合で男性が多くな

っている。経営者の最終学歴は、４年制大学卒業が 45.8％、短期大学・専門大学卒業が

16.7％となっており、約６割の経営者が４年制大学や短期大学・専門大学を卒業している

と分かった。 

 続いて、花き小売店の経営に関する情報について説明する。回答していただいた店舗の

うち、花き小売店の切り花の年間売上高が、最も少ない店舗で 540 万円、最も多い店舗で

6000 万円と店舗の規模によって大きく差があるということが分かった。また、花を販売し
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ている場所の延床面積も同様に、最も小さい店舗で７㎡、最も大きい店舗で 200 ㎡と大き

な差が見られた。 

 重回帰分析を行う上で、被説明変数となる「切り花の廃棄率（％）」は、0～10 が

44.0％、11～20 が 31.0％となっており、約 7 割の店舗は、切り花の廃棄率が 0％～20％で

あると分かった（図 7）。また、花き小売店の中には、冠婚葬祭用の花のみを販売してい

る店舗や成人式などのイベント用の花のみを販売している店舗など専門的な販売を行って

いる店舗もあることが分かった。 

 今回の独自のアンケート調査では、「フラワーロス問題への関心」についても質問項目

として、調査を行った。回答していただいた店舗のうち、とても関心がある、やや関心が

ある、のどちらか２つに回答した店舗は、78.2％となっており、約 8 割の店舗がフラワー

ロス問題に関心があることが分かった。 

 以上が、独自のアンケート調査により明らかとなった、花き小売店経営の現状である。 

 

第 2 項 仮説 
 

独自のアンケート調査の質問項目のうち、「売れ残りそうな切り花をフラワーアレンジ

メントに使用した販売率」（図 8）、「売れ残りそうな切り花をドライフラワーに使用し

た販売率」（図 9）、「電話予約定期購入の切り花の販売率」（図 10）、「実際の薬品使

用割合」（図 11）の４つの項目を被説明変数とした場合に、廃棄率が減少するという仮説

を立てた。このような仮説を立てた理由について、それぞれ説明する。 

 「売れ残りそうな切り花をフラワーアレンジメントに使用した販売率」が廃棄率を減ら

すように働いていると仮説を立てた理由は、売れ残りそうな切り花を使っているからであ

る。実際の花き小売店へのヒアリング調査でも分かったように、売れ残りそうな切り花に

は、形が悪いものや残り２〜３日で枯れてしまうような花が多いという特徴があった。こ

のような切り花は、売れ残ると廃棄されてしまうため、売れ残りそうな切り花をフラワー

アレンジメントに使用することで廃棄率が減らせるのではないかと仮説する。「売れ残り

そうな切り花をドライフラワーに使用した販売率」の項目を選択した理由も同様である。 

 「電話予約定期購入の切り花の販売率」が廃棄率を減らすように働いていると仮説を立

てた理由は、仕入れの量を予測しやすくなると考えたからである。電話予約定期購入を取

り入れることで、あらかじめ販売する数量が予測できるため、多く仕入れてしまい売れ残

り、廃棄が増えるという事態が起こりにくいと考えたからである。 

 「実際の薬品使用割合」が廃棄率を減らすように働いていると仮説を立てた理由は、薬

品を使用することで切り花が長持ちし、枯れるまでの期間が長くなるからである。切り花

が長持ちすることで、店舗で販売できる期間が通常よりも長くなる。その分、消費者に購

入される機会が増えるため、売れ残る切り花が減少し、廃棄率も減少すると考えたからで

ある。 

 以上の仮説について、正であるかどうかを重回帰分析を用いて検証する。 
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第３節 推定方法および推定結果 
 

第１項 推定方式（推定式） 
 

表 2 使用データ 

WR 切り花の廃棄率 

UF 売れ残りフラワーアレンジメント販売率 

UD 売れ残りドライフラワー販売率 

SR 電話予約定期購入割合 

CR 実際の薬品使用割合 

（「独自の花き小売店アンケート調査」より筆者作成） 
 

 

推定式 

WR＝α+β1UF+β2UD+β3SR+β4CR+μ 
 

被説明変数は切り花の廃棄率 WRとして、回帰式をとる。 
右辺の説明変数は表２の通りである。説明変数には切り花の廃棄率に大きく影響を及ぼ

していそうであり、かつ小売店が実際行える政策につながるようなものを選んだ。 
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第 2 項 推定結果とその解釈 
 

表 3 推計結果（重回帰分析:被説明変数:切り花の廃棄率） 
 

係数 標準誤差 t  有意水準 

切片 16.45279 3.2196018 5.110194 ＊＊＊ 

売れ残りフラワーアレンジメント（％） 0.353622 0.1244222 2.842112 ＊＊＊ 

売れ残りドライフラワー（％） 0.423822 0.1313229 3.227324 ＊＊＊ 

定期購入割合（％） -0.11246 0.0533734 -2.10708 ＊＊ 

実際の薬品使用割合（％） -0.01354 0.0431359 -0.3139   

（「独自の花き小売店アンケート調査」より筆者作成） 
有意 F＝0,000791、補正 R2=0,55259、観測数＝23 

注）***は 1%、**は 5%、*は 10%水準で有意である。 

 
 まず、有意 F＝0,000791 からこの回帰式は有意であるといえる。また、表２から正に有

意となった説明変数は「売れ残りそうな切り花のフラワーアレンジメント販売率」、「売

れ残りそうな切り花のドライフラワー販売率」の２つ、負に有意となった説明変数は「電

話予約定期購入割合」であった。 

 「売れ残りそうな切り花のフラワーアレンジメント販売率」や「売れ残りそうな切り花

のドライフラワー販売率」は、もともと花の廃棄が多い店舗が廃棄予定の花を使い、フラ

ワーアレンジメントやドライフラワーを販売しているため、正に有意という結果になった

と考えられる。 

また、「電話予約定期購入割合」は仕入れを行う際に販売される切り花の量を予測でき、

余分な仕入れを減らせるため、廃棄率が減少すると分かった。 

 薬品の使用割合については、花に関する薬品には多くの種類があり、使用する目的も

様々であったため有意にはならなかった。また、使用する店舗とそうでない店舗では 0％

と 100％の回答が多かった点も有意とならなかった理由の一つとしてあげられる。 

 その他の重回帰分析も行ったが、有意な結果は得られなかった。 
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第４章 政策提言 
 
 現状分析により年齢層の変化などで年々花きの需要が減少している。2020 年から新型コ

ロナウイルスが流行し、多くの業界で経済的打撃を受けている中、花き産業も受けていた。

そして花き産業の中で浮上してきた問題がフラワーロス問題である。 

 そこで本稿ではフラワーロス問題についてどのような要因がフラワーロス問題を解決で

きるのかを分析した。結果として１つの要因が花の廃棄を削減していることが分かった。 

 花の廃棄を削減している要因は、「電話予約や定期購入で切り花を販売する」であり、

これは顧客から指定された量を定期的にその分仕入れているため廃棄を抑えていることで

ある。以上から、指定された量の注文を受け、仕入れるといった定期購入販売方法が小売

店における廃棄を抑えていると考える。 

 以上の分析結果から花きの電話予約販売や定期購入を小売店に推進する政策を提示する

ことを、本稿における政策提言の最終目的とする。 

 

第１節 政策提言の方向性 
 

本稿ではまず、花の定期購入を促進させるための政策を考える。 
 まずは花の定期購入がフラワーロスを削減させていることが一般的に知られていないこ

とから、サブスクリプション商品を周知させることで廃棄抑制の効果が生まれるとして環

境ラベルの可能性を考えた。理由としては花の環境ラベルを貼ることで、商品の認知度が

上がることはもちろん、環境に配慮した花であることが消費者に伝わり、環境意識の高い

消費者の購買意識を搔き立てることにつながるからである。これを踏まえ政策提言 I では

環境ラベルを用いた提言を行う。 
 次にオンライン定期購入に焦点を当てる。現代、若年層から中年層あたりまで普及して

いる映像系や音楽系のサブスクリプションと同系統である定期購入を花き小売店も行うこ

とで廃棄を減らせることが分析で明らかになった。定期購入によって仕入れる量と販売す

る量が等しくなるため廃棄を減らすことが可能になり、さらにオンラインツールでの定期

購入によって効率化が見込まれる。しかしオンラインツールの入手には費用がかかるため

容易に普及することは難しいと考えた。 
 これを踏まえ政策提言Ⅱではオンライン販売のための情報投資化について提言を行う。 
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第２節 政策提言 
 

第 1 項 政策提言Ⅰ：環境ラベル政策 
 

分析より「電話予約定期購入の促進」が花の廃棄率を減らしていることが分かった。こ

のことからサブスクリプション商品購入促進のためにサブスクリプション商品に環境ラベ

ルを表示することを提言する。 

 

〇内容 

 環境ラベルとは、商品やサービスがどのように環境負荷低減に資するかを教えてくれる

目印のことであり、一般的に消費者にとって環境負荷低減に資するモノやサービスを買い

たいときに、非常に参考となるマークであるとして知られている。 

 具体的なラベリング取得の内容としては、減少傾向にある水産資源の回復と持続可能な

供給を目的とする非営利団体である、MSC(Marine Stewardship Council:海洋管理協議会)

が行うラベリング事業「海のエコラベル」の実例を参考とした。海のエコラベルとは、水

産資源や環境に配慮し適切に管理された、持続可能な漁業によって獲られた水産物である

ことを示す環境ラベルのことだ。 

海のエコラベルの認証フローとしては次のようになっている。まず、認証取得を希望す

る漁業者は、審査機関による任意の予備調査を受ける。予備調査を経た本審査では、申請

者が該当する漁業についての資料・情報提示し、MSC 漁業認証企画を満たしているかどう

か独立した第三者審査機関によって審査される。その後規格を満たしていると認められる

と MSC漁業認証が取得できる。なお審査にかかる費用は漁業クライアントが負担する。 

 この実例から、私たちは、花の環境ラベル事業の詳細を以下のように考えた。まずラベ

ルを認定発行するのは一般社団法人、日本花き生産協会である。日本花き生産協会は評価

基準を公表し、花き小売店に対して環境ラベル認定の募集をかける。そこから第三者機関

による審議を通してラベルの認定を決定する。このようにしてラベルの認定を行うことで、

消費者に対してサブスクリプション商品の認知度と購買意欲上昇を促す。 

また、ラベリング事業をより普及させるための施策として 2 点あげる。1 点目にラベリ

ングした商品の価格を上げることだ。サステナビリティが消費者にも重視される現代にお

いて、環境ラベルがついた商品は値段が若干高くても売れると予想される。商品の値上げ

によって、小売店が環境ラベルを取得する際の弊害となる費用負担を少なくすることがで

きる。 

2 点目に小売店を統率する組織が環境ラベル取得を促すことだ。花き小売店市場の大き

な特徴として、地域の各小売店が集まって連携をとるための組織が存在していることが挙

げられる。花き小売協同組合の各小売店に対する影響力は非常に大きい。このことから小

売協同組合が小売店に対して環境ラベル取得を促すことは政策を実行するために有効であ

るといえる。 

これらの方法で花の環境ラベルを普及させることで、サブスクリプション商品の購入を

促進し、花の廃棄につなげることができる。 
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図 12 環境ラベル取得までのフロー  

 
（筆者作成） 

 

〇提言対象 

 一般社団法人 日本花き生産協会、花き小売店協同組合、花き小売店 

 

〇期待される効果 

この環境ラベル表示によって消費者の購買意欲と購買機会の増加が見込まれる。環境ラ

ベルには、様々な分野でこれまで培ってきた「認知度」と「信頼度」がある。まず、認知

度の効果に関して言えば、サブスクリプション商品に消費者が注目するための機会を生み

出すことができ、関心度・認知度の上昇が予想され、購買するきっかけ作りに繋がる。 

 また、信頼度では、サブスクリプション商品の信頼度増加を働きかけることができる。 

 そして、環境ラベルは第三者機関の基準を満たした商品にのみ表示が許可されるため、

販売するレベルに満たないような悪質な商品の販売をゼロにすることができ、一定の品質

の保障にもなりうる。そのため、消費者が購入する際の安心感の創出と同時に、環境ラベ

ルありの商品となしの商品の差別化を図ることができるため、小売店が導入するメリット

も大きくあるだろう。 

 また、環境ラベル付きの商品は、公共調達での採用にも繋がり、事業規模の拡大も見込

まれるなど期待できる効果が大きい。 

 

第 2 項 政策提言Ⅱ：オンライン販売のための

情報化投資補助金政策 
 
 分析より電話予約定期購入など、仕入れ量が計算しやすい方法で販売した花が多いと花

の廃棄率が低くなることが分かった。このことからオンライン販売を増やすことによって

花の廃棄率を減らすべく、オンライン定期購入促進のための情報化投資政策を提言する。 
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〇内容 
 仕入れ量が計算しやすい方法で花きを販売するのに最も効果的であるのは、消費者にと

って比較的予約のハードルが低く、気軽に商品を選ぶことができるオンラインでの予約販

売を各小売店が取り入れることであると考える。 

しかし、オンライン予約販売の導入には 2 点のハードルが挙げられる。1 点目にオンラ

イン予約販売ツールを導入するのには費用が多くかかることだ。2 点目に、花き小売店経

営者は比較的高齢者が多く、オンラインツールを扱ったことのない可能性が高いことだ。

実際に行ったアンケート調査より、23 店舗中オーナーが 60 歳以上の小売店は 11 店舗と約

半数が高齢者であった。これらのことから、花き小売店がオンライン予約販売ツール導入

をするハードルは高くなっている。 

そこで、サービス等生産性向上 IT 導入支援事業、通称 IT 導入補助金の活用を提案する。

IT 導入補助金とは、独立行政法人中小企業基盤整備機構より採択され、同機構および中小

企業庁監修のもと一般社団法人サービスデザイン推進協議会が事業運用をする補助金政策

のことだ。中小企業・小規模事業者等が自社の課題やニーズに合った IT ツールを導入する

際に経費の一部が補助される制度で、最大 450万円の補助金が出る。しかし IT導入補助金

は、申請すれば必ず補助を受けられるというものではなく、厳正なる審査が行われて採択

される。実際に、2021 年の IT 導入補助金採択率(一次締切分)は平均 55.5％と、約半数は

申請しても補助を受けることができない。そこで、花き小売店はオンライン販売促進によ

って花きの廃棄が減り得ることを確実に理解して補助金申請時にオンラインツール導入の

必要性を効果的に訴えることが重要である。これを実現するためには、この補助金の存在

とオンライン販売を用いることで花きの廃棄を減らすことができることを小売店に周知さ

せる必要がある。そこで地域ごとに設置されている花き小売店組合が各小売店に対してオ

ンライン予約販売ツール導入を促すことが重要であるといえる。 

 IT オンライン販売ツールを用いることで花の廃棄を減らすことができることに加えてツ

ール導入のためのコスト負担を抑えることができるとなれば導入を検討する小売店は格段

に増えるだろう。 

 
 

〇提言対象 

一般社団法人サービスデザイン推進協議会、花き小売店組合、花き小売店 

 

 

〇期待される効果 

期待される効果は、仕入れ量が計算しやすいことによって花の廃棄率が減るということ

だけではない。他にも二点ある。一点目に効率的な販売が可能となり、生産性が上がると

いう点だ。オンラインツールを使うことによって従来行っていた予約をうけてから、それ

を発注し仕入れ、代金を支払うという煩雑な行程がインターネット内で全て行うことが可

能となる。よって生産性が格段に上がり、コスト負担も減少するだろう。 

２点目に若者の花き需要の拡大につながる点だ。若者世代はインターネット利用率が高

く、ネットショッピングを利用する人も非常に多い。オンラインで身近な花き小売店から

商品を購入できるとなれば若者の花き購入へのハードルが下がり、結果的に、これまで花

きを購入してこなかった若者層の花き需要を拡大することができるだろう。 
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第 3 節 政策提言のまとめ 
  

フラワーロス削減のために、分析結果より 2 つの政策を提言する。政策提言Ⅰとしてサ

ブスクリプション商品購入促進のためにサブスクリプション商品に「環境ラベル」の表示

をすることを提言する。環境ラベルには「認知度」と「信頼度」があることから、サブス

クリプション商品の認知度がアップすることが期待される。 

 政策提言Ⅱとして、オンライン販売のための情報化投資を促進する補助金政策の導入を

提言する。オンライン販売によって仕入れ量が予測できるようになり花の廃棄を減らすこ

とができる。それに加えて、生産性の向上と、インターネットを使う頻度が高い若者がオ

ンラインで花を購入するようになることから若年層への需要が高まることが期待される。 

 以上２つの政策により、フラワーロスを削減することができる。 
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第５章 おわりに 
 

本稿では、新型コロナウイルスの影響で花きの廃棄が増加し、フラワーロスと呼ばれる

類の廃棄が注目されたため、フラワーロスに着目し、小売店の切り花の廃棄がどのような

要因で生じているのかを明らかにして、花き産業における廃棄を削減するための方策を提

言した。 

そして、分析を行う上で、必要なデータを得るために、花き産業組合へヒアリング調査

に行き、それをもとに独自のアンケート調査を実施した。分析では、切り花の廃棄率を被

説明変数とし、重回帰分析を行った。その結果、「電話予約や定期購入で切り花を販売す

る」ことが花の廃棄を減らしていることが明らかになった。 

 これらの結果から、政策提言Ⅰでは、サブスクリプション商品購入促進のためにサブス

クリプション商品に「環境ラベル」を表示することを提言した。環境ラベルには、これま

で様々な分野で培ってきた「信頼度」と「認知度」があり、サブスクリプション商品に消

費者が注目するための機会を生み出すことができ、購買するきっかけ作りに繋がると考え

た。 

 政策提言Ⅱでは、電話予約や定期購入を取り入れるにあたって、情報化投資を促進する

ため、補助金政策導入を提言した。仕入れ量が計算しやすく、廃棄を減らすことに繋がる

だけでなく、煩雑な工程をインターネット内ですべて行うことで、生産性が上がり、コス

ト削減に繋がること、インターネット利用率が高い若年層に向けて花き販売を促進するこ

とが可能になると考えた。 

 しかし、本稿の研究では、小売店に焦点を当てた研究にとどまり、生産・流通段階にお

けるロスについては分析することができなかった。小売店だけでなく、生産・流通段階に

おけるロスについて分析することで、包括的なフラワーロス削減の方策を提言できるだろ

う。 

 最後に、我々の研究がフラワーロス削減の実現に寄与することを願って本稿を締めくく

る。 
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付録 A ヒアリング調査 
 

中京花卉園芸協同組合 2022年 7月 8日 
議事内容 
Q.コロナの影響でフラワーロスは増えましたか。 
・コロナの影響で実際にフラワーロスが増えたと感じている。 
・家族葬が増えたことによって菊をあまり使わなくなった。これにより、花屋も菊の仕入

れに渋っている。 
 Q.ロスについて教えて下さい。 
・生産段階で種から発芽しないものはたくさんある。 
・生産者は出荷前のロスが多い。 
・中京花卉園芸協同組合は、相対市場のため多少花が曲がっていたりしても売れる。それ

でも出せない花は廃棄している。 
・昔はパチンコ店の開店やお葬式などに 2、3 日で悪くなるような花も使われていた。 
 Q.花き産業について詳しく教えて下さい 
・花はセリにかかるものが 70～80％で事前に値段を決めることが難しい 
・花は天候、季節、害虫などに左右される。よって収入が不安定。 
・国は米や乳牛に対しては補助金を出すが花き産業には出さない。 
・花きは産地表示義務がない。 
・市場での売れ残りをパック詰めして、産直などで売る第六次産業も行っている 
 

名古屋生花小売商業協同組合 2022年 7月 8 日 
議事内容 
Q.花のロスについて教えて下さい 
・野菜とは違い、花は曲がっていても生け花などに使える。 
・ウエディング・葬儀では曲がった花はロスになる。 
・花の長さは仕入れ段階では約 70㎝り、これを短くしていきながら使う。 
・水をきれいに保つ薬を使い、花を長持ちさせることがある。花屋にも普通に売っている。 
 Q.小売店でどのくらい廃棄されていますか。 
・店によって違う。花売りだけでなく教室などもやっている花屋が多い。売れ残りを教室

で使う場合もある。 
  
Q.小売店における課題はありますか。 
・花が売れないこと。コロナで、旅行や外食に使うお金が減ったため、その分花の需要が

多少高まったが、世界的に見ると、日本は花を使う量が少ない。 
・世界ではフラワーバレンタインがあるが、日本はない 
 Q.個人で花を購入する人は少ないですか。 
・会社の経費などで会社のために買う人は多いが、個人で買う人は少ない。若い人は花を

買うことに対してハードルが高いため、買う人は少ない  
Q.伝えたいことはありますか。 
・もっと花を愛でてください、消費してください 

 
 2022年 8月 22日 
Q.花の持つ魅力を教えて下さい 
・花には癒し効果がある 
Q.やりたい取り組みはありますか。 
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・花の需要を増やしたい 
・教育界につけ込んで学校の授業の中で花の授業をする。（音楽・図工などのように） 
・花育の授業化 
・小学生に対する花育。朝顔を育てるといった花の授業で購買意欲をあげたい。 
・母の日などの物日があるが、一番売れるのは誕生日のはず、誕生花を知ってもらって自

分の誕生花を買ったり、プレゼントしてほしい 
 

付録 B アンケート調査 
 

〇小売店と経営者(オーナー)に関する質問 

・店舗名（任意） 

                                         

・回答者の店舗内での役職 

                                          

・経営者（オーナー）の年齢 

□１０代  □２０代  □３０代  □４０代  □５０代   

□６０代  □７０歳以上 

 

・経営者（オーナー）の性別 

□男性  □女性  □答えたくない 

 

・経営者（オーナー）の最終学歴 

□中学校卒業    □高等学校卒業  □短期大学・専門大学卒業 

□４年制大学卒業  □大学院卒業   □答えたくない 

 

・花き小売店の経営者としての経験年数は何年ですか 

                                         

・切り花の年間売上はどのくらいですか（任意） 

                                         

・花を販売している場所の延床面積（建物の各階の床面積の合計）はどれくらいですか

（単位：平方メートル） 

 

〇ここから下の質問は【2019年(コロナ前)】のデータを回答してください。(必須) 

・仕入れた切り花に対して廃棄した切り花の割合はどのくらいですか（％） 

                                         

・仕入れた切り花を廃棄するときの基準を教えて下さい。 

例：花を仕入れてから長いもので 10日、短いもので 5日売れなかったら廃棄する 

花弁が下を向いてきてしまったら廃棄する など 

                                         

・仕入れた切り花のうち、冠婚葬祭向けの花の販売率はどのくらいですか（％） 

                                         

・仕入れた切り花のうち、冠婚葬祭以外のイベント向けの花の販売率はどのくらいですか

（％） 

                                         

・切り花を使った教室などを行っている場合、年間の参加生徒人数はどれくらいですか

（人） 
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・仕入れた切り花のうち、フラワーアレンジメントを使った花の販売率はどれくらいです

か(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、売れ残りそうな切り花をフラワーアレンジメントに使用してい

る割合はどれくらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、売れ残りそうな花をドライフラワーに使用している割合はどれ

くらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、ドライフラワーを使った花の販売率はどれくらいですか(％) 

                                        

・仕入れた切り花うち、花の日持ち期限を表示して販売を行っている割合はどれくらいで

すか(％) 
例：店頭のポップを用いて、バラが最低 7 日間日持ちすることを補償したうえで消費者に

販売する 
                                         

・仕入れる切り花のうち、電話予約定期購入など、仕入れ量が計算しやすい方法で販売し

た花の割合はどれくらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、オンライン販売をしている花の割合はどれくらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、薬品使用可能な花の割合(％) 

                                         

・薬品使用可能な花のうち、実際に薬品を使っている花の割合(％) 

                                         

〇環境意識に関する質問 

・持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals)とは、2015年の国連サミ

ットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」に記載

された、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。この SDGs につい

て知っていますか？ 

□よく知っている                  

□少しだけ知っている   

□名称は知っているがその内容はほとんど知らない   

□知らない 

 

・SDGs の目標達成に向けて実際に花を廃棄するときや、花を扱う上で環境に配慮している

ことはありますか 

                                         

・花を仕入れる際に、輸送距離(産地から小売店舗まで)ができるだけ短くなるように工夫

していますか 

□とても工夫している 

□やや工夫している 

□どちらとも言えない 

□あまり工夫していない 

□全く工夫していない 
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・フラワーロス問題(まだ扱うことが可能であるにも関わらず花が廃棄されてしまうとい

う問題)についてどれくらい関心がありますか。 

□とても関心がある 

□やや関心がある 

□どちらとも言えない 

□あまり関心がない 

□全く関心がない 

 

〇ここから下の質問は【2021年(コロナ禍)】のデータを回答してください。(任意) 

・仕入れた切り花に対して廃棄した切り花の割合はどのくらいですか（％） 

                                         

・仕入れた切り花を廃棄するときの基準を教えて下さい。 

例：花を仕入れてから長いもので 10日、短いもので 5日売れなかったら廃棄する 

花弁が下を向いてきてしまったら廃棄する など 

                                         

・仕入れた切り花のうち、冠婚葬祭向けの花の販売率はどのくらいですか（％） 

                                         

・仕入れた切り花のうち、冠婚葬祭以外のイベント向けの花の販売率はどのくらいですか

（％） 

                                         

・切り花を使った教室などを行っている場合、年間の参加生徒人数はどれくらいですか

（人） 

                                         

・仕入れた切り花のうち、フラワーアレンジメントを使った花の販売率はどれくらいです

か(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、売れ残りそうな切り花をフラワーアレンジメントに使用してい

る割合はどれくらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、売れ残りそうな花をドライフラワーに使用している割合はどれ

くらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、ドライフラワーを使った花の販売率はどれくらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花うち、花の日持ち期限を表示して販売を行っている割合はどれくらいで

すか(％) 
例：店頭のポップを用いて、バラが最低 7 日間日持ちすることを補償したうえで消費者に

販売する 
                                         

・仕入れる切り花のうち、電話予約定期購入など、仕入れ量が計算しやすい方法で販売し

た花の割合はどれくらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、オンライン販売をしている花の割合はどれくらいですか(％) 

                                         

・仕入れた切り花のうち、薬品使用可能な花の割合(％) 

                                         

・薬品使用可能な花のうち、実際に薬品を使っている花の割合(％) 


